
-174ー 人工呼吸:5巻

一一人工呼吸関連機器;機器紹介

長期人工呼吸器普及の条件

人工呼吸管理の知識と技術の発展により基幹病院のみ

ならず一般病院でも長期人工呼吸管理が行われる様にな

った。人工呼吸管理の普及には血液ガス分析装置と呼吸

不全治療用人工呼吸器の普及が不可欠である。「呼吸不

全治療用」の人工呼吸器が具備すべき条件として沢1)は

表 (186頁参照)に示した点を挙げている。また，瀬戸

屋2)は症状に応じた性能で人工呼吸器の機種選択を勧

め，術後の計画的人工呼吸や ARDSの治療には従量式

人工呼吸器でIMV.PEEP機能を有し，モニター・アラ

ームの完備された機種が必要であるとしている。 Dom3)

は小型で信頼性が高く熱心なサービスによって裏付けさ

れるべきで，回路は容易に消毒でき上・下限圧， F102， 1 

回換気量，吸気カマス温度等の警報装置が付属している必

要があるとしている。これらの条件の多くを満たす人工

呼吸器が現在 100機種近くも市場に出回っている。

しかしながら，大多数の人工呼吸器は諸外国で開発さ

れたためか，医療状況が全く異なる我国の一般病院での

使用には不適切な点が多い。我国で 11呼吸不全治療用」

長期人工呼吸器が広く普及するのに具備すべき条件とし

て，①基本的に必要な性能を満たすこと，②故障の少な

い=高信頼性の機器であること，③使用操作が簡単であ

ること，④圧縮空気配管不要であること，③ 小型である

こと，③騒音を出さないこと，⑦故障時メーカーの対応

が迅速であること，などが前述の条件に加えるものとし

て挙げられる。

この様な性能を有し我国で大多数の病院に適した条件

を持つ長期人工呼吸器は未だにごく少数で例として

アイカ社製 CLV-50をあげられる。

この人工呼吸器は，①主モードに CMV・ASSIST.S. 

IMV. Flowを，副モードとしてプレッシャサイクル-

PEEP!CPAP. Sigh.プラ卜ーを持つ他にネブライザー

も有しているので一般的な長期人工呼吸には十分な性能

であろう1)。② の高信額性については多数の人工呼吸器

を保有できない施設が多いので非常に大きな問題であ

る。 i呼吸ガス駆動ユニッはウィニー⑧と同一で性能的に

安定しており 4)故障も少ない。③の使用操作は全て日本

語表示のうえランプが点灯したボタンのみ調整すれば良

いので混乱することがない。④の圧縮空気配管は内蔵

コンプレッサにより不要となっている。このコンプレツ

サは外国製諸製品と異なり非常に低騒音である。⑤の

本体の大きさは特に横幅が狭く設計され，ベット間隔の

狭い我国の病院事情に適する様に作られ小型化もされて

いる。①の騒音はウィニー⑮と同ーの駆動ユニット叫

の使用と低騒音コンプレツサの採用により非常に小さい

のは驚かされる。このため多人数の病室でも使用可能で

ある。⑦ の故障時対応については IABP等の生命維持

装置を扱うメーカーのため， 24時間電話対応が可能であ

る。大多数の動作不良は呼吸回路の組立て不良等の些細

なミスが原因となっていることが多く，電話等で対応可

能な点も多いと思われる。特に人工呼吸器を複数台保有

している施設は少ないと思われるので非常に有用なユー

ザー・サポートであると考える。

筆者はこの様な目的で設計された人工呼吸器が広く普

及し，もっと多くの施設で安全な人工呼吸管理ができる

様になることを願うものである。
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